
きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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転入　０人
出生　１人
転出　１人
死亡　１人

人　口
男
女
世帯数

793人
369人
424人
507戸

先月比
1）
0）
1）
2）
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ご卒業・ご卒園おめでとうございます

後期課程（9年生）
　●井奥　湊　さん　●岡本　啓汰　さん

前期課程（6年生）
　●河村　摩耶　さん　　●田中　心陽　さん
　●田中　佑歩　さん

保育所
●栗須　陽琉さん　　●牧　　輝さん
●辻本　結衣さん　　●浦西　亮斗さん
●田中　すみれさん　●下西　脩さん

　卒業のシーズンを迎え、下北山小中学校の
後期課程（９年生）は３月14日、前期課程（６
年生）は３月21日、保育所では３月２７日
に卒業式・修了式・卒園式がそれぞれ行われ
ました。
　特に、後期課程を卒業された皆さんはこれ
まで慣れ親しんだ下北山を離れ、また親元を
離れ、これまでと違った環境の中で新しい生
活がスタートします。小中学校時代に学んだ
ことを糧にして精一杯頑張ってください。
　卒園児の皆さんも、４月からは義務教育学
校に入学し不安や戸惑いもあると思います
が、新しい学校生活でも頑張ってください。



  

議
員
各
位
を
は
じ
め
村
民
の
皆
様
に
は
、

平
素
か
ら
村
政
の
運
営
に
温
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
ま

し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
日
、
令
和
7
年
3
月
下
北
山
村
議
会
定

例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
新
年
度
の
施
政
方

針
と
主
要
施
策
の
概
要
等
に
つ
い
て
ご
説
明

申
し
上
げ
、
議
員
各
位
並
び
に
村
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　
本
年
１
月
６
日
か
ら
新
庁
舎
で
の
業
務
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
議
場
で
の
議
会

定
例
会
も
今
回
が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
以
上
に
愛
さ
れ
る
役
場
を
目
指
し
、

議
員
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
「
住
み
た
い
、
住

ん
で
良
か
っ
た
」
、
「
行
き
た
い
、
行
っ
て
良

か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
活

力
の
あ
る
そ
し
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ

く
り
の
実
現
の
た
め
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
先
の
衆
議
院
総
選
挙
を
経
て
、
石

破
内
閣
が
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
石
破
総
理

大
臣
は
、
地
方
創
生
と
安
全
保
障
を
重
要
課

題
と
し
て
掲
げ
、
特
に
地
域
の
活
力
を
高
め

る
政
策
を
強
く
推
進
す
る
と
表
明
し
て
お
り

ま
す
。
地
方
の
現
場
の
声
を
重
視
す
る
姿
勢

を
貫
く
中
で
、
私
た
ち
地
方
自
治
体
に
お
い

て
も
、
新
た
な
施
策
の
展
開
が
求
め
ら
れ
る

局
面
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
国
際
社
会
に
目
を
向
け
れ
ば
、
ア

メ
リ
カ
で
は
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

が
就
任
し
、
新
た
な
政
権
が
本
格
的
に
始
動

し
ま
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
政
策
は
、
日

本
経
済
や
国
際
社
会
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
る
可
能
性
が
あ
り
、
地
方
経
済
に
も
波
及

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
国
内
外
の
変

化
の
中
で
、
私
た
ち
は
地
域
の
持
続
的
発
展

と
住
民
の
皆
様
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を

守
る
た
め
に
、
今
こ
そ
確
か
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

持
ち
、
果
敢
に
行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
本
村
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の

変
化
を
見
据
え
つ
つ
、
中
山
間
地
域
な
ら
で

は
の
強
み
を
生
か
し
、
地
域
の
活
性
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
は
、「
下
北
山
村
総
合
計
画

２
０
２
５
」
及
び
「
第
3
次
下
北
山
村
地
方

創
生
総
合
戦
略
」
改
訂
後
の
初
年
度
と
な
り

ま
す
。
今
ま
で
の
「
下
北
山
村
総
合
計
画

２
０
１
５
」
と
「
第
２
期
下
北
山
村
地
方
創

生
総
合
戦
略
」
の
重
点
施
策
を
引
き
続
き
推

進
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
各
種

施
策
の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
か
つ
国
の
政

策
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
今
後
５
年
間
、
10

年
間
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
見
据
え
取
り
組
ん
で
行

き
ま
す
。

　
村
の
令
和
７
年
度
予
算
に
お
き
ま
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
国
の
補
助
金
な
ど
有

利
な
財
源
を
積
極
的
に
活
用
し
て
持
続
可
能

な
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
、
全
て
の
分
野
に
お
い
て
効
率

的
な
事
業
執
行
を
意
識
し
て
予
算
編
成
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
の
予
算
と
し
て
、
本
村
の
令

和
７
年
度
当
初
予
算
案
は
、
一
般
会
計
で

23
億
３
，
０
０
０
万
円
、
前
年
度
比
マ
イ
ナ

ス
３
，
３
０
０
万
円
、
約
1.4
％
の
減
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
特
別
会
計
６
会
計
及
び
事
業
会
計
１
会
計

（
簡
易
水
道
特
別
会
計
は
事
業
会
計
に
移
行
）

の
合
計
は
９
億
６
，
２
３
２
万
７
千
円
、
前

年
度
比
プ
ラ
ス
１
億
４
，
１
０
０
万
４
千
円
、

約
17.2
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
６
会
計
、
事

業
会
計
１
会
計
の
合
計
で
は
、
32
億
９
，

２
３
２
万
７
千
円
、
前
年
度
比
プ
ラ
ス

１
億
８
０
０
万
４
千
円
、
3.4
％
の
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
ま
ず
歳
入
に
お
い
て
、
歳
入
の
柱
と
な
る

村
税
で
は
前
年
度
よ
り
７
５
６
万
２
千
円
の

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
個
人
及
び
法
人
の

村
民
税
に
つ
き
ま
し
て
は
前
年
度
よ
り
若
干

の
減
額
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
が
、
固
定
資

産
税
で
は
、償
却
資
産
（
電
源
開
発
関
係
等
）

の
関
係
で
前
年
度
比
約
７
６
０
万
円
程
度
の

増
加
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　
地
方
譲
与
税
及
び
交
付
金
関
連
に
つ
い
て

は
、
自
動
車
重
量
譲
与
税
及
び
地
方
揮
発
油

譲
与
税
が
減
額
と
な
り
ま
す
が
、
森
林
環
境

譲
与
税
の
増
額
に
よ
り
譲
与
税
全
体
と
し
て

は
前
年
度
比
７
万
５
千
円
の
微
減
で
あ
り
ま

す
。

　
交
付
金
等
に
つ
い
て
は
、
株
式
等
譲
渡
所

得
割
交
付
金
や
地
方
消
費
税
交
付
金
、
環
境

性
能
割
交
付
金
で
増
額
を
見
込
ん
で
お
り
、

全
体
と
し
て
前
年
度
比
４
，
５
２
５
千
円
の

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
県
支
出
金
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
地

方
創
生
関
連
や
道
路
整
備
関
連
の
交
付
金
や

補
助
金
、
ま
た
自
治
体
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化

に
伴
う
補
助
金
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
歳
入
比
率
の
一
番
大
き
な
普
通
交

付
税
は
、
令
和
７
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

前
年
度
比
3
，
０
０
０
万
円
の
増
額
で
予
算

を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
増
額
の
要
因
と
し

て
は
、
人
件
費
増
に
対
応
す
る
新
た
な
算
定

項
目
（
給
与
改
善
費
（
仮
称
））
の
創
設
や

会
計
年
度
任
用
職
員
に
係
る
給
与
改
定
、
物

価
高
へ
の
対
応
並
び
に
自
治
体
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
に
伴
う
算
定
額
の
増
が
主
な
要
因
で

す
。

　
ま
た
、
辺
地
債
・
過
疎
債
等
の
償
還
額
増

加
に
伴
う
地
方
交
付
税
措
置
額
の
増
加
も
要

因
の
一
つ
で
す
が
、
例
年
同
様
に
歳
出
の
公

債
費
償
還
額
も
年
々
増
加
し
て
お
り
ま
す
の

で
単
純
に
交
付
税
が
増
額
し
た
と
喜
べ
な
い

令
和
７
年
度

施
政
方
針

施
政
方
針
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所
で
す
。

　
特
別
交
付
税
に
お
い
て
も
地
域
お
こ
し
協

力
隊
な
ど
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
関
連

経
費
が
増
え
て
お
り
昨
年
度
よ
り
増
額
計
上

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
常

勤
職
員
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員
に
係
る
給

与
改
定
等
に
よ
る
人
件
費
、
自
治
体
シ
ス
テ

ム
の
標
準
化
等
の
シ
ス
テ
ム
関
連
経
費
等

が
、
大
幅
な
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
普
通
建
設
事
業
に
お
い
て
は
、
新
規
事
業

で
あ
る
道
の
駅
整
備
事
業
や
昨
年
度
に
引
き

続
き
体
育
館
整
備
事
業
（
旧
下
北
山
小
学
校

体
育
館
）
等
で
大
き
な
予
算
の
計
上
は
あ
り

ま
す
が
、
庁
舎
関
連
費
用
や
教
員
住
宅
の
整

備
費
用
が
令
和
６
年
度
で
終
了
し
て
い
る

為
、
総
額
で
は
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
会
計
で
の
大
き
な
費
用
と
し
て

は
診
療
所
会
計
に
お
い
て
昨
年
度
に
続
き
令

和
７
年
度
で
も
診
療
所
移
転
新
築
工
事
費
用

が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
村
債
に
つ
い
て
は
、
例
年
同
様
に

財
政
負
担
を
軽
減
す
る
為
、
後
年
度
に
財
政

措
置
の
あ
る
過
疎
債
や
辺
地
債
等
、
交
付
税

算
入
率
の
高
い
有
利
な
村
債
の
発
行
を
主
に

見
込
ん
で
い
ま
す
。

令
和
7
年
度
の
主
な
事
業
と
し
ま
し
て
は

１
　
森
と
生
き
る
「
仕
事
づ
く
り
、
も
の
づ

く
り
、
ひ
と
づ
く
り
」
関
連
で
は

◆
持
続
可
能
な
森
林
づ
く
り
と
し
て

●
放
置
さ
れ
た
森
林
を
解
消
し
災
害
に
強

く
、
長
期
的
か
つ
持
続
的
な
森
林
経
営
管

理
を
目
指
す
た
め
、
村
に
よ
る
民
有
林
の

「
森
林
経
営
管
理
事
業
」
を
引
き
続
き
進

め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
財
源
と
し
て
、
国

の
森
林
環
境
譲
与
税
や
県
の
森
林
環
境
税

等
を
活
用
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で

自
伐
型
林
業
の
担
い
手
で
あ
る
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
卒
業
生
等
、
今
後
の
林
業
分

野
に
お
け
る
担
い
手
の
育
成
に
も
配
慮
し

て
い
き
ま
す
。

●
林
産
加
工
施
設
に
つ
い
て
は
、
本
村
の

林
業
振
興
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
林
産
物

の
利
用
促
進
と
雇
用
の
場
の
確
保
を
図
る

と
と
も
に
、
今
後
予
定
さ
れ
る
公
共
施
設

の
建
設
等
の
木
質
化
も
推
進
し
、
村
内
で

素
材
か
ら
加
工
ま
で
の
一
連
の
流
れ
を
全

て
完
結
す
る
6
次
産
業
化
を
引
き
続
き
目

指
し
、
継
続
し
た
管
理
運
営
を
指
定
管
理

者
と
協
力
し
て
進
め
ま
す
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
き
な
り
ブ
ラ
ン
ド
の
研
究
開
発
と
し
て

　

●
「
一
般
社
団
法
人
下
北
山
つ
ち
の
こ

パ
ー
ク
」
が
、
地
域
で
生
産
さ
れ
た
材
料

を
活
用
し
た
商
品
開
発
を
行
っ
て
い
る

他
、
高
齢
化
が
進
む
生
産
者
支
援
と
事
業

継
承
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

◆
起
業
・
就
業
支
援
と
し
て

●
旧
南
都
銀
行
職
員
宿
舎
を
改
修
し
た

「
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
こ
の
ま
」
の
利
用
促
進

を
図
り
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
利
用
者
と
地
域

事
業
者
と
を
繋
い
で
、
担
い
手
不
足
の
解

消
を
図
り
ま
す
。

　

●
ま
た
、
Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
等
へ
の
促
進
を
図
り
、
関
係
人
口

や
人
の
流
れ
を
通
じ
て
利
用
促
進
と
村
内

起
業
等
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

２
　
森
に
遊
ぶ
「
も
て
な
し
、
ふ
れ
あ
い
、

感
動
づ
く
り
」
関
連
で
は

◆
交
流
関
係
人
口
の
拡
大
と
し
て

●
観
光
拠
点
で
あ
る
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公

園
は
、
国
道
１
６
９
号
の
通
行
止
め
に
よ

る
影
響
や
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
の
下
火
に
よ

り
、
来
訪
客
の
減
少
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
て
引
き
続
き

誘
客
に
努
め
る
と
と
も
に
、
全
国
で
道
の

駅
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
専
門
家
の
方

を
招
聘
し
経
営
改
善
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

●
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
「
道
の
駅
」

と
し
て
整
備
す
る
た
め
、
令
和
６
年
度
に

策
定
し
た
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
旧
Ｊ
Ａ

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

●
サ
ッ
カ
ー
合
宿
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
以
前
か
ら
ご
利
用
を
頂
い
て
い
る
チ
ー

ム
へ
の
働
き
掛
け
や
Ｊ
３
奈
良
ク
ラ
ブ
の

キ
ャ
ン
プ
誘
致
や
奈
良
ク
ラ
ブ
を
通
じ
た

村
の
情
報
発
信
を
連
携
し
て
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

●
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て
は
、
管
理
棟
の

整
備
や
予
約
方
法
の
改
善
に
よ
る
効
率

化
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
に
よ
る
利
用
促
進
な

ど
に
努
め
る
と
同
時
に
、
利
用
者
の
滞
在

時
間
の
延
伸
並
び
に
年
間
を
通
じ
た
集
客

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
併
せ
て
、
老
朽
化

し
た
施
設
の
改
修
等
も
進
め
て
い
き
ま

す
。

●
関
係
人
口
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

東
京
の
学
生
団
体
「
ま
と
い
」
や
奈
良
女

子
大
学
が
継
続
的
な
活
動
を
し
て
く
れ
て

お
り
、
引
き
続
き
団
体
や
個
人
の
方
々
と

下
北
山
村
と
の
関
わ
り
作
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
基
準
が
大
幅

に
変
更
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
納
税
額

の
減
収
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
村
内
事
業

者
と
連
携
し
な
が
ら
新
た
な
返
礼
品
開
発

を
進
め
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
業

務
の
強
化
と
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
活
用
に

よ
り
応
援
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
や
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
に
つ
い
て
も
促
進
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

３
　
森
で
育
む
「
子
ど
も
の
笑
顔
と
、
き
な

り
ラ
イ
フ
」
関
連
で
は
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◆
関
係
人
口
を
始
め
と
す
る
定
住
・
転
入
の

促
進
と
し
て

●
空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
空
き
家
の
利
活
用
の
促
進
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
き
め
細
や
か
な
情
報

が
空
き
家
所
有
者
や
移
住
希
望
者
に
届
く

よ
う
移
住
希
望
者
へ
の
物
件
情
報
を
サ
イ

ト
に
よ
り
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

補
助
制
度(

整
備
及
び
取
得
等)

を
引
き
続

き
実
施
し
、
空
き
家
の
活
用
を
通
し
た
空

き
家
解
消
と
定
住
促
進
に
取
り
組
み
ま

す
。

●
遊
休
施
設
と
な
っ
て
い
た
旧
保
育
所
に

つ
い
て
は
、
「
一
般
社
団
法
人
下
北
山
つ

ち
の
こ
パ
ー
ク
」
と
「
奈
良
国
立
大
学
機

構
奈
良
女
子
大
学
」
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
が
引
き
続
き
事
務
所
を
構
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
施
設
を
活
用

し
た
催
し
や
学
生
に
よ
る
交
流
を
促
進
さ

せ
、
地
域
活
性
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
移
住
交
流
体
験
施
設
「
む
ら
ん
ち
」
の

利
用
促
進
と
、
下
北
山
村
の
暮
ら
し
と
関

わ
り
を
届
け
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
き
な

り
と
」
の
情
報
発
信
を
通
じ
て
、
移
住
促

進
及
び
関
係
人
口
の
創
出
を
引
き
続
き
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

●
地
域
住
民
の
方
々
に
生
き
生
き
と
過
ご

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

に
よ
る
健
康
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
奈
良
ク
ラ
ブ
に
よ
る

サ
ッ
カ
ー
教
室
や
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ

の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
プ

ロ
選
手
に
よ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

や
現
役
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
に
よ
る
健
康
体
操

教
室
を
実
施
し
ま
す
。

◆
新
し
い
時
代
の
流
れ
を
力
に
す
る
関
連
で

は●
下
北
山
村
の
魅
力
等
の
情
報
発
信
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
及

び
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を

活
用
す
る
と
と
も
に
関
係
団
体
（
ス
ポ
ー

ツ
公
園
及
び
つ
ち
の
こ
パ
ー
ク
）
と
連
携

し
て
情
報
発
信
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
取

材
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
村
の
魅
力
を

村
外
に
伝
え
認
知
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

●
デ
ジ
タ
ル
通
貨
を
活
用
し
た
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
の
発
行
を
実
験
的
に
実
施
し
、

今
後
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
効
率
的

で
効
果
的
な
事
業
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

◆
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
を
地
域
で
支
え
る

支
援
と
し
て

●
一
般
不
妊
治
療
に
加
え
生
殖
補
助
医

療
、
及
び
不
育
症
治
療
を
受
け
て
い
る
方

へ
の
補
助
を
継
続
実
施
し
、
出
産
を
希
望

す
る
夫
婦
を
支
援
し
ま
す
。

●
妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫

し
た
身
近
な
相
談
に
応
じ
、
様
々
な
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
必
要
な
支
援
に
繋
げ
る
伴
走

型
の
相
談
支
援
を
充
実
し
、
経
済
的
支
援

も
一
体
と
し
た
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給

付
金
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

●
子
育
て
に
係
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
い
金
を
始

め
、
２
歳
ま
で
の
乳
幼
児
の
紙
お
む
つ
購

入
助
成
及
び
6
歳
未
満
の
乳
幼
児
を
養
育

し
て
い
る
方
へ
の
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購

入
助
成
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

●
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
乳
幼
児

健
診
、
妊
婦
健
診
、
一
か
月
母
子
健
診
及

び
新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
の
助
成
を
引
き

続
き
実
施
し
、
育
児
サ
ー
ク
ル
及
び
育
児

相
談
会
を
開
催
し
、
育
児
中
の
保
護
者
同

士
の
情
報
交
換
の
場
を
提
供
し
、
育
児
不

安
等
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

●
保
育
所
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
今
年
4

月
の
予
定
で
は
園
児
数
が
22
人
前
後
と
な

り
ま
す
。
引
き
続
き
園
児
の
安
全
、
保
護

者
の
方
が
安
心
で
き
る
保
育
を
実
施
し
ま

す
。

◆
暮
ら
し
や
す
い
安
心
で
き
る
き
な
り
の
郷

づ
く
り
と
し
て

　

●
戸
籍
シ
ス
テ
ム
関
係
で
は
、
令
和
６
年

度
か
ら
引
き
続
き
戸
籍
等
に
氏
名
の
振
り

仮
名
を
記
載
し
、
そ
の
振
り
仮
名
に
つ
い

て
確
認
を
行
う
通
知
書
を
作
成
す
る
予
算

ま
た
戸
籍
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
対
応
に
向

け
た
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

●
健
康
管
理
事
業
で
は
、
毎
年
実
施
し
て

い
る
総
合
健
診
や
が
ん
検
診
な
ど
の
受
診

率
向
上
に
向
け
、
広
報
等
を
活
用
し
た
積

極
的
な
働
き
か
け
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

健
診
は
受
け
た
後
が
重
要
な
た
め
、
個
別

指
導
や
受
診
勧
奨
に
努
め
、
早
期
発
見･

早
期
治
療
に
繋
げ
ま
す
。

●
心
の
健
康
相
談
を
継
続
的
に
開
催
し

て
、
精
神
的
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
維
持
す

る
と
共
に
、
各
種
予
防
接
種
等
を
引
き
続

き
実
施
し
、
村
民
の
皆
様
方
の
健
康
管
理

に
努
め
ま
す
。

●
高
齢
者
福
祉
事
業
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
の
支
援
を
行
い
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
見

守
り
事
業
や
民
生
児
童
委
員
の
訪
問
活

動
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
訪
問
介
護
（
予

防
）
事
業
を
強
化
し
、
高
齢
者
（
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
）
の
安
否･

見
守
り
活
動
に

努
め
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

●
獣
害
対
策
で
は
、
今
年
度
「
ク
マ
被
害

未
然
防
止
対
策
事
業
」
を
行
い
ま
す
。
主

に
集
落
内
の
放
任
果
樹
の
伐
採
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
「
有
害
獣
防
除
柵
設
置
補
助

金
」
及
び
「
獣
害
対
策
奨
励
補
助
金
」
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
担
い
手
不
足
の
対

策
と
し
て
「
猟
銃
免
許
取
得
補
助
金
」
も

継
続
し
ま
す
。

●
安
全
な
道
づ
く
り
で
は
、 

村
道
池
郷
線

及
び
村
道
前
鬼
釈
迦
線
の
災
害
防
除
工
事

の
継
続
を
実
施
し
ま
す
。
併
せ
て
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
と
し
て
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計

画
の
策
定
及
び
橋
梁
点
検
業
務
、
池
郷
橋

の
補
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
国

道
１
６
９
号
「
前
鬼
～
上
池
原
」
間
の
道
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路
整
備
に
伴
い
、
補
償
費
用
に
て
前
鬼
口

バ
ス
停
・
公
衆
ト
イ
レ
の
撤
去
費
用
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

◆
教
育
分
野
に
お
い
て
は

●
令
和
7
年
度
は
、
義
務
教
育
学
校
開
校

4
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
今
後
5
年
間
の

児
童
生
徒
数
の
増
加
を
見
通
し
て
、
学
校

教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
新
教
員
住
宅
の
完
成
に
よ
り
不
要
と

な
っ
た
旧
教
員
住
宅
は
、
今
年
度
か
ら
概

ね
３
か
年
で
順
次
解
体
の
予
定
で
あ
り
、

令
和
7
年
度
は
寺
垣
内
教
員
住
宅
を
解
体

し
ま
す
。
ま
た
、
下
池
原
２
階
建
て
教
員

住
宅
の
一
部
改
修
を
行
い
ま
す
。

●
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
事
業
で
は
、
旧
上

池
原
教
員
住
宅
及
び
第
三
相
互
銀
行
跡
地

に
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
車
庫
及
び
事
務
所
を

新
築
し
、
令
和
8
年
度
よ
り
村
内
各
種
バ

ス
運
行
の
拠
点
と
し
ま
す
。

●
学
校
教
育
関
係
で
は
、
児
童
生
徒
用
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
国
の
補
助
事
業
を
活
用

し
て
一
括
更
新
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に

伴
う
教
師
用
端
末
（
校
務
兼
学
習
用
）
も

更
新
し
、
同
時
に
奈
良
県
が
新
規
導
入
す

る
ク
ラ
ウ
ド
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
に
参

加
し
、
教
員
業
務
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

そ
れ
ら
端
末
機
器
の
更
新
に
対
応
す
る
た

め
、
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ア
ク
セ
ス
ポ

イ
ン
ト
の
更
新
整
備
を
行
い
ま
す
。

●
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
支
援
対
策
と
し
て
、
小
中
学

校
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
の
給
食
費
の
無

償
化
を
始
め
、
就
学
援
助
費
や
特
別
支
援

教
育
就
学
奨
励
費
補
助
事
業
を
継
続
し
て

実
施
し
ま
す
。

●
高
等
学
校
等
の
生
徒
の
保
護
者
に
対
し

て
は
、
す
べ
て
の
保
護
者
に
高
校
生
活
応

援
補
助
金
を
交
付
す
る
と
と
も
に
、
県
立

私
立
を
問
わ
ず
高
等
学
校
寮
等
へ
の
入
寮

者
支
援
と
し
て
、
寮
費
の
一
部
を
支
援
す

る
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

●
放
課
後
や
夏
休
み
等
の
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
夏
休
み
寺
子
屋

教
室
事
業
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、

放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業
と
し
て
英
語
教

室
、
森
の
び
教
室
、
と
も
だ
ち
ラ
ボ
教
室

を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

●
ま
た
、
昨
年
度
と
同
様
に
地
域
振
興
課

と
連
携
し
て
、
後
期
課
程
の
生
徒
（
中
学

生
）
を
対
象
に
、
学
生
団
体
ま
と
い
の
協

力
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
学
習

支
援
や
現
地
学
習
事
業
「
地
域
未
来
塾
」

を
実
施
し
ま
す
。

●
社
会
教
育
関
係
で
は
、
中
学
生
海
外
短

期
語
学
留
学
事
業
と
し
て
、
後
期
課
程
の

7
・
8
年
生
を
対
象
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
ケ
ア
ン
ズ
に
留
学
し
ま
す
。
期
間
は

8
月
初
旬
の
10
日
間
を
計
画
し
て
お
り
、

上
北
山
村
と
合
同
で
実
施
す
る
予
定
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、文
化
活
動
事
業
と
し
て
、

公
民
館
教
室
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も

に
、
文
化
展
開
催
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
人
権
教
育
で
は
、
奈
良
県
市
町
村
人

権
・
同
和
問
題
啓
発
連
協
や
、
下
北
山
村

人
権
教
育
推
進
協
議
会
と
連
携
し
て
、
人

権
教
育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

●
社
会
体
育
関
係
で
は
、
歩
け
歩
こ
う
大

会
や
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
等
の
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
活
動
を
始
め
、
高
齢
者

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催
や
、
軽

ス
ポ
ー
ツ
事
業
等
、
村
民
の
全
世
代
を
対

象
に
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

●
文
化
財
関
係
で
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館

の
運
営
に
つ
い
て
、
今
ま
で
中
心
的
な
役

割
を
担
っ
て
い
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

が
年
度
途
中
で
任
期
を
終
え
ま
す
が
、
引

き
続
き
集
落
支
援
員
と
し
て
同
館
の
運
営

に
携
わ
る
と
と
も
に
、
村
内
各
地
区
の
郷

土
文
化
の
記
録
・
保
存
や
継
承
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
文
化
財
保
護
の

国
・
県
補
助
金
を
活
用
し
て
、
大
峯
奥
駈

道
に
係
る
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
策
定

を
２
ヶ
年
継
続
事
業
で
実
施
し
ま
す
。

◆
特
別
会
計
・
企
業
会
計
関
連
で
は

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
、
特
定
健
診
の
自
己
負
担
額
を
無
料
に

し
ま
し
た
。
無
料
に
す
る
こ
と
で
、
被
保

険
者
の
負
担
を
減
ら
す
だ
け
で
な
く
、
健

診
を
気
軽
に
受
診
で
き
る
環
境
を
整
え
、

生
活
習
慣
病
な
ど
の
リ
ス
ク
を
軽
減
し
村

民
の
健
康
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
ま
た
前

年
度
に
引
き
続
き
被
保
険
者
数
の
減
少
に
伴

い
、
保
険
給
付
費
で
昨
年
度
よ
り
13.6
％
減
の

７
，
１
７
６
万
8
千
円
の
計
上
と
な
っ
て
い

ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
で
は
、

下
北
山
村
国
民
健
康
保
険
診
療
所
移
転
新
築

工
事
を
令
和
６
年
度
よ
り
２
カ
年
計
画
で
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
工
事
完
了
後
、
医
療
用

備
品
等
を
整
え
早
期
開
院
を
目
指
す
と
と
も

に
、
今
後
も
村
民
の
健
康
を
守
る
た
め
地
域

医
療
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
、
保
険
料
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
国
民

健
康
保
険
と
同
様
に
健
康
診
査
の
自
己
負
担

額
を
無
償
化
し
、
健
康
寿
命
の
向
上
・
病
気

の
重
症
化
す
る
前
に
早
期
治
療
を
促
す
機
会

に
努
め
ま
す
。

●
介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
、
村
内
で
生
活

す
る
全
て
の
高
齢
者
の
方
が
、
こ
れ
か
ら
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
健
康
を
維
持
し
生
活
で

き
る
よ
う
、
介
護
予
防
事
業
、
保
健
事
業
、

ま
た
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
を
図
り
、
介

護
予
防
に
努
め
ま
す
。

●
簡
易
水
道
事
業
会
計
で
は
、
令
和
４
年
度

か
ら
計
画
し
て
お
り
ま
す
池
原
浄
水
場
の
補

修
工
事
に
係
る
予
算
を
計
上
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
水
道
料
金
の
収
納
が
全
国
の
コ

ン
ビ
ニ
で
行
う
た
め
の
予
算
を
計
上
し
て
お

り
ま
す
。
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下
北
山
村
議
会

３
月
定
例
会
を
開
催

令
和
７
年
３
月

　
３
月
７
日
（
金
）
か
ら
３
月
13
日
（
木
）

ま
で
の
４
日
間
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会

を
挟
み
、
下
北
山
村
議
会
３
月
定
例
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
日
程
と
し
て
村
長
の
行
政
報
告
、

平
成
７
年
度
施
政
方
針
に
続
い
て
、
産
業

建
設
常
任
委
員
会
、
和
田
晃
裕
委
員
長
よ

り
委
員
会
報
告
が
行
わ
れ
、
急
傾
斜
地
崩

壊
対
策
事
業
や
国
・
県
道
改
良
事
業
、
及

び
災
害
復
旧
事
業
に
係
る
議
会
要
望
を
村

長
に
対
し
行
う
事
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
３
名
の
議
員
の
一
般
質
問

が
行
わ
れ
、
続
い
て
行
わ
れ
た
議
案
の
審

議
で
は
、
条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
専
決

処
分
の
承
認
を
求
め
る
議
案
が
４
件
の

他
、
辺
地
総
合
整
備
計
画
及
び
過
疎
地
域

持
続
的
発
展
計
画
の
変
更
が
２
件
、
条
例

の
制
定
が
２
件
、
条
例
の
一
部
改
正
が
10

件
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
、
及
び
特
別

会
計
補
正
予
算
が
６
件
、
令
和
７
年
度
一

般
会
計
、
特
別
会
計
、
及
び
簡
易
水
道
事

業
会
計
予
算
が
８
件
、
人
事
議
案
と
し
て

副
村
長
の
選
任
議
案
及
び
教
育
長
の
任
命

議
案
の
上
程
が
あ
り
、
令
和
７
年
度
予
算

８
議
案
に
つ
い
て
は
予
算
審
査
特
別
委
員

会
に
付
託
さ
れ
、
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
議
案
は
全
て
原
案
通
り
承
認
、
そ
の

他
の
議
案
は
全
て
原
案
通
り
可
決
、
２
件

の
人
事
議
案
は
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
月
13
日
午
後
か
ら
最
終
日
の

本
会
議
が
開
催
さ
れ
、
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
令
和
７
年
度
一
般
会
計
及
び
、
特
別

会
計
予
算
８
議
案
に
つ
い
て
は
、
予
算
審

査
特
別
委
員
会
、
松
本
良
三
委
員
長
よ
り

予
算
審
査
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
原
案
通

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
村
長
よ
り
追
加
議
案
１
件
が
上

程
さ
れ
原
案
通
り
可
決
、
議
会
運
営
委
員

会
よ
り
辻
之
内
勇
委
員
長
提
出
の
下
北
山

村
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
が
可
決
、
そ

の
他
議
会
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委

員
会
の
閉
会
中
の
継
続
調
査
が
決
定
さ

れ
、
全
て
の
審
議
が
終
了
し
閉
会
し
ま
し

た
。

　
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
次
の
４
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
改
正
内
容
は
令
和
６
年
人
事
院
勧
告
に

基
づ
き
議
員
報
酬
及
び
特
別
職
給
与
の

内
、
期
末
手
当
支
給
率
の
引
き
上
げ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
職
の
職
員
に

お
い
て
は
期
末
・
勤
勉
手
当
の
引
き
上
げ

の
他
、
給
料
表
や
手
当
の
改
正
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

※
説
明
：
専
決
処
分
と
は
‐
地
方
自
治
法

に
基
づ
き
、
本
来
議
会
の
議
決
が
必
要
な

事
項
に
つ
い
て
、
議
決
を
せ
ず
に
村
長
自

ら
が
決
め
る
こ
と
。
緊
急
で
、
議
会
を
招

集
す
る
時
間
が
な
い
場
合
な
ど
に
限
っ
た

補
充
的
手
段
。

☆
下
北
山
村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

☆
下
北
山
村
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者

の
給
与
お
よ
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

☆
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の

勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

☆
下
北
山
村
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

★
下
北
山
村
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変
更

に
つ
い
て

　
道
路
橋
梁
施
設
整
備
内
容
が
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

★
下
北
山
村
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

の
変
更
に
つ
い
て

　
道
の
駅
基
本
計
画
策
定
事
業
や
整
備
事

業
の
追
加
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

★
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
育
児
ま
た
は
介
護
を
行
う
職
員
の
時
間

外
勤
務
及
び
深
夜
勤
務
の
制
限
や
、
介
護

と
仕
事
の
両
立
支
援
制
度
の
強
化
等
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

★
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
育
児
ま
た
は
介
護
を
行
う
職
員
の
休
業

等
に
関
す
る
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

★
下
北
山
村
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
扶
養
手
当
、
地
域
手
当
、
通
勤
手
当
等

の
支
給
額
や
支
給
割
合
の
改
正
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

★
下
北
山
村
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
基
金

条
例
に
つ
い
て

　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
寄
附
活
用

事
業
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
新
た
な
基
金
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

★
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

保
険
税
の
賦
課
限
度
額
及
び
軽
減
判
定
基

準
所
得
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

★
下
北
山
村
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
一
般
の
消
防
団
員
の
定
年
年
齢
が
70
歳

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

★
下
北
山
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一

部
改
正
に
よ
り
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

★
下
北
山
村
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退

職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
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法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
退
職

報
償
金
支
給
額
表
が
改
め
ら
れ
、
勤
続
年

数
35
年
以
上
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

★
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
刑
法
等
の
一
部
改
正
に
よ
り
村
の
既
存

の
条
例
中
の
「
懲
役
及
び
禁
錮
」
の
処
罰

の
字
句
が
「
拘
禁
刑
」
に
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

★
下
北
山
村
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
児
童
福
祉
法
及
び
母
子
保
健
法
の
規
程

に
基
づ
き
母
子
保
健
と
児
童
福
祉
を
一
体

的
に
実
施
し
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
提
供

す
る
た
め
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設

置
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

★
令
和
６
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）

　
３
，
０
４
３
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
、

総
額
２
５
３
，２
３
２
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、歳
出
に
お
い
て
総
務
費
、

一
般
管
理
費
の
備
品
に
お
い
て
事
務
用
パ

ソ
コ
ン
２
０
０
万
円
、
財
政
管
理
費
の
財

政
調
整
基
金
（
元
金
）
３
，
１
７
１
万

円
、
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
（
寄
付
金
）

７
０
０
万
円
、
公
共
施
設
基
金
（
元
金
）

３
５
７
万
円
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
基

金
（
寄
付
金
）
１
４
４
万
円
の
他
、
積
立

基
金
総
額
４
，
４
０
７
万
円
、
地
域
振
興

費
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
臨
時
交
付

金
事
業
費
（
地
域
応
援
商
品
券
事
業
）
及

び
、
民
生
費
に
お
け
る
同
臨
時
交
付
金
事

業
費
（
低
所
得
・
不
足
給
付
支
援
）
合
わ

せ
て
１
，
６
０
７
万
円
、
農
林
水
産
業

費
の
工
事
請
負
費
２
０
０
万
円
、
土
木

費
の
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
負
担
金

２
１
３
万
円
、
消
防
費
の
避
難
所
に
お
け

る
備
蓄
用
設
備
確
保
事
業
３
，
３
２
６
万

円
の
増
額
、
協
力
隊
等
運
営
費
、
任
用
職

員
給
与
費
（
協
力
隊
・
集
落
支
援
員
）
１
、

５
９
５
万
円
、
庁
舎
建
設
費
、
委
託
料
・

工
事
費
１
，
２
３
３
万
円
、
予
防
接
種
事

業
費
２
３
１
万
円
、
診
療
所
（
歯
科
診
療

所
含
む
）特
別
会
計
繰
出
金
２
４
３
万
円
、

観
光
総
務
費
の
工
事
請
負
費
５
０
８
万

円
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
管
理
運
営
特
別
会
計

繰
出
金
２
９
９
万
円
、
道
路
橋
梁
維
持
費

４
３
３
万
円
、
道
路
橋
梁
新
設
改
良
費
委

託
料
他
１
３
８
万
円
の
減
額
の
他
、
各
種

事
業
実
績
に
伴
う
不
用
額
の
減
額
に
よ
る

も
の
で
す
。

★
令
和
６
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
１
２
０
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
総
額

１
３
，
３
２
７
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
に
診
療
所
特
別
会
計
繰
出
金
の
増
額

で
す
。

★
令
和
６
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険

診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
２
７
８
万
円
が
減
額
補
正
さ
れ
総
額

２
８
，
７
２
５
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
に
医
薬
品
代
の
減
額
で
す
。

★
令
和
６
年
度
下
北
山
村
ス
ポ
ー
ツ
公
園

管
理
運
営
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
２
９
９
万
円
が
減
額
補
正
さ
れ
総
額

４
，
８
１
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
に
工
事
費
他
の
精
算
に
よ
る
減
額
で

す
。

★
令
和
６
年
度
下
北
山
村
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
２
千
円
が
追
加
補
正
さ
れ
総
額
２
４
，

７
７
５
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
に
各
種
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
精

算
と
基
金
（
利
子
）
の
増
額
で
す
。

★
令
和
６
年
度
下
北
山
村
簡
易
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
１
４
０
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
総
額

５
，
８
１
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
池
原
浄
水
場
補
修
工
事
の
完
了
に
伴
う

減
価
償
却
費
の
清
算
に
よ
る
も
の
で
す
。

●
次
の
２
議
案
で
は
人
事
院
勧
告
に
基
づ

き
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
及
び
、
教

育
長
に
地
域
手
当
を
支
給
す
る
条
例
の
改

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

☆
下
北
山
村
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者

の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

☆
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の

勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

★
副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て

　
入
口
和
明
氏
（
生
駒
郡
三
郷
町
）
を
副

村
長
に
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
４

年
間
で
す
。

★
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

　
任
期
満
了
に
伴
い
森
岡
和
久
氏
（
大
字

佐
田
）
の
再
任
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

★
令
和
７
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
予
算

及
び
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

　
一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
総
額
は
そ

れ
ぞ
れ
23
億
３
，
０
０
０
万
円
。
６
つ

の
特
別
会
計
及
び
、
公
営
企
業
会
計
の

歳
入
・
歳
出
予
算
の
総
額
は
９
億
６
，

２
３
３
万
円
。
全
会
計
の
合
計
額
は

32

億
９
，

２

３

３

万

円

で

前

年

比

１
億
０
，
８
０
０
万
円
の
増
額
と
な
り
ま

す
。

●
追
加
議
案
及
び
委
員
会
提
出
議
案

　
番
号
利
用
法
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）

の
改
正
に
伴
い
次
の
２
条
例
の
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

★
下
北
山
村
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利

用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

★
下
北
山
村
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
そ
の
他
報
告
関
係
と
し
て
、
24
件
の
報

告
事
項
が
あ
り
ま
し
た
。

★
技
能
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
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入 口 和 明

森 岡 和 久

　４
月
１
日
か
ら
副
村
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
入
口

和
明
と
申
し
ま
す
。

　私
と
下
北
山
村
の
御
縁
は
約
30
年
前

に
奈
良
県
吉
野
土
木
事
務
所
の
一
員
と

し
て
下
北
山
村
を
担
当
し
た
こ
と
に
始

ま
り
ま
す
。

　以
降
、
様
々
な
機
会
で
村
の
方
々
に

助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
紙
面

を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　ま
た
、
こ
の
度
お
世
話
に
な
っ
て
き

た
こ
の
村
で
働
く
機
会
を
与
え
て
い
た

だ
い
た
村
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々

に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　微
力
な
が
ら
、
副
村
長
の
職
務
に
誠

心
誠
意
取
り
組
む
所
存
で
す
。

　村
民
の
皆
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

※
３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
副
村
長
に

選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

副
村
長
就
任
の
ご
挨
拶

　３
年
前
、
義
務
教
育
学
校
「
下
北
山

小
中
学
校
」
の
開
校
と
同
時
に
教
育
長

の
職
を
拝
命
し
、
私
な
り
に
無
我
夢
中

で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の

度
、
教
育
長
と
し
て
二
期
目
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　本
村
で
は
近
年
、
村
の
移
住
定
住
施

策
の
効
果
が
徐
々
に
表
れ
、
児
童
生
徒

数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　就
任
時
の
令
和
４
年
に
は
28
名
で

あ
っ
た
児
童
生
徒
数
が
今
年
は
35
名
と

な
り
、
更
に
５
年
後
に
は
40
名
程
度
に

な
る
見
込
み
で
す
。

　こ
の
流
れ
が
一
過
性
の
も
の
で
終
わ

ら
な
い
よ
う
に
、
教
育
の
分
野
に
お
い

て
も
更
な
る
充
実
を
図
っ
て
ま
い
る
所

存
で
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
指

導
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

※
３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
教
育
長
の

再
任
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
長
再
任
の
ご
挨
拶

★
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

★
下
北
山
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務

時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

★
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

★
給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

★
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
に
関
す
る
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

★
技
能
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則

★
下
北
山
村
技
能
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

★
下
北
山
村
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

★
下
北
山
村
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助

成
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
子
ど
も
医
療
費
助
成
条
例
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い

て★
下
北
山
村
重
度
心
身
障
害
老
人
等
医
療

費
助
成
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
条

例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に

つ
い
て

★
下
北
山
村
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る

損
害
補
償
の
支
給
等
に
関
す
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

★
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
理
に
関
す

る
規
則
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
住
民
基
本
台
帳
実
態
調
査
に

係
る
事
務
取
扱
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る

要
綱
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
職
員
の
定
年
前
再
任
用
に
関

す
る
事
務
取
扱
要
綱

★
下
北
山
村
職
員
の
暫
定
再
任
用
に
関
す

る
事
務
取
扱
要
綱

★
下
北
山
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務

時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
取
扱
要
綱
の
一

部
を
改
正
す
る
要
綱

★
下
北
山
村
生
後
１
か
月
母
子
健
康
診
査

費
用
助
成
交
付
金
要
綱
の
制
定
に
つ
い
て

★
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
要
綱
の
整
理
に
関
す

る
要
綱
に
つ
い
て

★
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
要
領
の
整
理
に
関
す

る
要
領
に
つ
い
て

★
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
規
程
の
整
理
に
関
す

る
規
程
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
条
例
施
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
規
程
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 コロナ禍等で開催を見合わしておりました「健康と長寿のつどい」を３月１６日（日）

に下北山村体育館で６年ぶりに開催しました。 

 当日は小雨降る中、約１３０名の参加者のもと、午前中の式典において、永年村の高齢

者福祉や地域住民の健康維持増進にご尽力いただいた団体並びに個人の方に対し表彰が行

われました。   

その後、吉野警察署からの特殊詐欺や交通安全についてのお話し、かわいい保育園児に

よる踊りや歌の披露、その後インストラクターの松岡先生を講師に迎え、啓発物品のボー

ルなどを利用し健康体操などが行われました。 

また、昼休みの時間を利用し、今年１月より開庁している新庁舎の一般村民への内覧も

併せて行われました。 

 午後の部の演芸では「笑福亭学光 落語」、「キタノ大地 マジックショー」、「早浪美加 演

歌歌謡ショー」が披露され、楽しいひと時を過ごされました。 

 また会場では一日を通して健康や生活に関する「村の保健室」「マイナンバーカード相談

コーナー」「健康アンケートコーナー」などの特設コーナーなどが設けられました。 

 これからも、住み慣れた村で村民の皆さまが健康で健やかでいきいきとした人生を過ご

せますよう今後も健康づくりや介護予防を始め、高齢者福祉の充実強化に取り組んで参り

ます。 

 
【団体表彰】 

   寺垣内 老 人 ク ラ ブ 
 
【個人表彰】 

   上池原  大 藤 喜江子 
   下池原  上 田 良 子 
   池 峰  平 井 久 輝 
   寺垣内  杉 岡 美智子 
   浦 向  森 本 睦 美 
   佐 田  仲 上 善 吾 
   上桑原  山 岡 みどり 

〈敬称略〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１６回 「健康と長寿のつどい」 ６年ぶりに開催 

下北山保育所によるお遊戯 

健康体操の様子 早浪美加さんによる歌謡ショー 
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一般会計（歳出・目的別）

一般会計（歳出・性質別）

その他の内訳

令和７年度 当初予算 総額32億 9,232万7千円（対前年度比3.4％増）
３月定例議会において承認された、令和

一般会計 23億3,300万 円（対前年度比1.4％減）

（対前年度比17.2％増）

７年度当初予算の概要は次のとおりです。

その他　6.2% その他　0.2％

農林水産業費　4.0％

議会費　1.4％

総務費
30.0％

公債費
13.0％

教育費
9.3％

消防費4.7％

土木費
8.1％ 民生費

11.1％

衛生費
9.2％

商工費
9.0％

村　税
11.2%

村　債
14.1%

地方交付税
41.6%

分担金及び負担金 0.2％
使用料及び手数料 1.6%

繰越金1.3%

繰入金
12.5%

※交付金…利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金
　　　　　地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、環境性能割交付金、地方特例交付金

※令和６年度より簡易水道特別会計は事業会計に移行

一般会計（歳入）

その他の内訳

（単位：千円）

（単位：千円）

9億6,232万7千円 基金の状況（一般会計分）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

村　　税

260,804 970,000 3,895 37,719 200,950 62,032 291,355 30,000 329,500 143,745 2,330,000

地方交付税 分担金及び
負　担　金

使用料及び
手　数　料 国庫支出金 県支出金 繰入金 繰越金 村　　債 その他 合　　計

歳 出歳 入

143,74544,987 31,571 18,887 22,901 25,399

合　　計諸　収　入寄　付　金財産収入交　付　金地方譲与税

国民健康保険 診　療　所 簡 易 水 道池の平公園 スポーツ公園 介 護 保 険 後期高齢者 合　　　計

令和７年度

令和６年度

前年度比増減額

前年度比増減率（％）

123,769

129,627

▲ 5,858

▲ 4.5

439,207

286,224

152,983

53.4

91,552

98,368

▲ 6,816

▲ 6.9

13,419

13,244

175

1.3

48,270

48,091

179

0.4

220,159

220,785

▲ 626

▲ 0.3

25,951

24,984

967

3.9

962,327

821,323

141,004

17.2

議会費 総務費 民生費 衛生費 農林水産業費 商工費 土木費 消防費 教育費 公債費 その他 合　計

31,628 698,526 259,159

労　働　費

100

予　備　費

4,900

計

5,000

214,788 92,983 210,736 189,475 109,548 215,607 302,550 5,000 2,330,000

予備費繰出金貸付金投資及び
出資金公債費普通建設

事業費補助費等扶助費維　持
補修費物件費人件費 積立金

484,486 479,085 20,309 43,005 253,430 429,370 302,550 60,420 0 580 251,865 4,900

合　計

2,330,000

基　金　の　名　称 令和６年度末
現在高（見込）

令和７年度末
現在高（見込） 基　金　の　名　称 令和６年度末

現在高（見込）
令和７年度末
現在高（見込）

高齢者福祉施設管理運営基金

公 共 施 設 基 金

消防団員特別出動等基金

漁 業 施 設 基 金

そ の 他

　 計 　

1,622,568

142,908

27,622

254,580

1,385,253

140,356

27,806

251,831

51,396

61,969

2,375

280,258

2,443,676

61,146

62,333

576

283,490

2,212,791

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

庁 舎 建 設 基 金

国庫支出金
8.6%

県支出金2.7%

特別会計
事業会計
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一般会計（歳出・目的別）

一般会計（歳出・性質別）

その他の内訳

令和７年度 当初予算 総額32億 9,232万7千円（対前年度比3.4％増）
３月定例議会において承認された、令和

一般会計 23億3,300万 円（対前年度比1.4％減）

（対前年度比17.2％増）

７年度当初予算の概要は次のとおりです。

その他　6.2% その他　0.2％

農林水産業費　4.0％

議会費　1.4％

総務費
30.0％

公債費
13.0％

教育費
9.3％

消防費4.7％

土木費
8.1％ 民生費

11.1％

衛生費
9.2％

商工費
9.0％

村　税
11.2%

村　債
14.1%

地方交付税
41.6%

分担金及び負担金 0.2％
使用料及び手数料 1.6%

繰越金1.3%

繰入金
12.5%

※交付金…利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金
　　　　　地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、環境性能割交付金、地方特例交付金

※令和６年度より簡易水道特別会計は事業会計に移行

一般会計（歳入）

その他の内訳

（単位：千円）

（単位：千円）

9億6,232万7千円 基金の状況（一般会計分）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

村　　税

260,804 970,000 3,895 37,719 200,950 62,032 291,355 30,000 329,500 143,745 2,330,000

地方交付税 分担金及び
負　担　金

使用料及び
手　数　料 国庫支出金 県支出金 繰入金 繰越金 村　　債 その他 合　　計

歳 出歳 入

143,74544,987 31,571 18,887 22,901 25,399

合　　計諸　収　入寄　付　金財産収入交　付　金地方譲与税

国民健康保険 診　療　所 簡 易 水 道池の平公園 スポーツ公園 介 護 保 険 後期高齢者 合　　　計

令和７年度

令和６年度

前年度比増減額

前年度比増減率（％）

123,769

129,627

▲ 5,858

▲ 4.5

439,207

286,224

152,983

53.4

91,552

98,368

▲ 6,816

▲ 6.9

13,419

13,244

175

1.3

48,270

48,091

179

0.4

220,159

220,785

▲ 626

▲ 0.3

25,951

24,984

967

3.9

962,327

821,323

141,004

17.2

議会費 総務費 民生費 衛生費 農林水産業費 商工費 土木費 消防費 教育費 公債費 その他 合　計

31,628 698,526 259,159

労　働　費

100

予　備　費

4,900

計

5,000

214,788 92,983 210,736 189,475 109,548 215,607 302,550 5,000 2,330,000

予備費繰出金貸付金投資及び
出資金公債費普通建設

事業費補助費等扶助費維　持
補修費物件費人件費 積立金

484,486 479,085 20,309 43,005 253,430 429,370 302,550 60,420 0 580 251,865 4,900

合　計

2,330,000

基　金　の　名　称 令和６年度末
現在高（見込）

令和７年度末
現在高（見込） 基　金　の　名　称 令和６年度末

現在高（見込）
令和７年度末
現在高（見込）

高齢者福祉施設管理運営基金

公 共 施 設 基 金

消防団員特別出動等基金

漁 業 施 設 基 金

そ の 他

　 計 　

1,622,568

142,908

27,622

254,580

1,385,253

140,356

27,806

251,831

51,396

61,969

2,375

280,258

2,443,676

61,146

62,333

576

283,490

2,212,791

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

庁 舎 建 設 基 金

国庫支出金
8.6%

県支出金2.7%

特別会計
事業会計
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　３
月
８
日（
土
）、橿
原
運
動
公
園（
橿

原
市
）
に
お
い
て
「
第
20
回
市
町
村
子

ど
も
駅
伝
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　県
内
37
市
町
村
の
小
学
５
・
６
年
の

児
童
2
8
6
名
が
参
加
し
、
男
女
３
区

間
ず
つ
の
計
６
区
間
（
9
，
7
8
0
Ｍ
）

を
走
る
駅
伝
の
部
と
、
周
回
コ
ー
ス

（
1
，
6
3
0
Ｍ
）
を
走
り
時
間
を
競

う
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
レ
ー
ス
の
部
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　下
北
山
村
は
、
５
・
６
年
生
が
駅
伝

と
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
レ
ー
ス
に
参
加

し
ま
し
た
。
沿
道
で
見
守
る
観
客
た
ち

の
大
き
な
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
最
後

ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
一
生
懸
命
走
る
姿

は
、
保
護
者
の
皆
様
や
応
援
に
駆
け
つ

け
た
方
々
に
大
き
な
感
動
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　駅
伝
の
結
果
は
、
36
チ
ー
ム
中
32
位

（
タ
イ
ム
は
44
分
12
秒
）
で
村
の
部
で

は
９
チ
ー
ム
中
５
位
で
し
た
。
全
員
が

練
習
時
よ
り
タ
イ
ム
を
大
き
く
上
回

り
、
チ
ー
ム
全
体
が
最
後
ま
で
あ
き
ら

め
る
こ
と
な
く
、
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま

し
た
。

　こ
の
よ
う
な
大
き
な
大
会
の
中
で
走

れ
た
こ
と
が
、
貴
重
な
経
験
と
な
り
、

そ
し
て
良
い
思
い
出
に
な
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　放
課
後
、
駅
伝
大
会
に
向
け
て
の
練

習
を
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
し
た
ス
ポ
ー

ツ
推
進
員
の
方
、
ま
た
応
援
に
来
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
学
校
の
先
生
、
保
護
者

様
、
駐
在
所
警
察
官
の
皆
様
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
20
回
市
町
村
対
抗
子
ど
も

駅
伝
大
会
開
催

～
チ
ー
ム
全
員
で
想
い
を
つ
な
ぐ
～
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月
８
日（
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）、橿
原
運
動
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園（
橿

原
市
）
に
お
い
て
「
第
20
回
市
町
村
子

ど
も
駅
伝
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　県
内
37
市
町
村
の
小
学
５
・
６
年
の

児
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2
8
6
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が
参
加
し
、
男
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３
区

間
ず
つ
の
計
６
区
間
（
9
，
7
8
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Ｍ
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を
走
る
駅
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の
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と
、
周
回
コ
ー
ス

（
1
，
6
3
0
Ｍ
）
を
走
り
時
間
を
競

う
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
レ
ー
ス
の
部
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　下
北
山
村
は
、
５
・
６
年
生
が
駅
伝

と
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
レ
ー
ス
に
参
加

し
ま
し
た
。
沿
道
で
見
守
る
観
客
た
ち

の
大
き
な
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
最
後

ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
一
生
懸
命
走
る
姿

は
、
保
護
者
の
皆
様
や
応
援
に
駆
け
つ

け
た
方
々
に
大
き
な
感
動
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　駅
伝
の
結
果
は
、
36
チ
ー
ム
中
32
位

（
タ
イ
ム
は
44
分
12
秒
）
で
村
の
部
で

は
９
チ
ー
ム
中
５
位
で
し
た
。
全
員
が

練
習
時
よ
り
タ
イ
ム
を
大
き
く
上
回

り
、
チ
ー
ム
全
体
が
最
後
ま
で
あ
き
ら

め
る
こ
と
な
く
、
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま

し
た
。

　こ
の
よ
う
な
大
き
な
大
会
の
中
で
走

れ
た
こ
と
が
、
貴
重
な
経
験
と
な
り
、

そ
し
て
良
い
思
い
出
に
な
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　放
課
後
、
駅
伝
大
会
に
向
け
て
の
練

習
を
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
し
た
ス
ポ
ー

ツ
推
進
員
の
方
、
ま
た
応
援
に
来
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
学
校
の
先
生
、
保
護
者

様
、
駐
在
所
警
察
官
の
皆
様
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
20
回
市
町
村
対
抗
子
ど
も

駅
伝
大
会
開
催

～
チ
ー
ム
全
員
で
想
い
を
つ
な
ぐ
～

　【奈良女子大学連携】　下北山エクステンションセンター定期通信

下北山村と学生との間で様々なつながりが生まれています！

「下北山エクステンションセンター」とは？
2023年11月より、上桑原の『つちのこパーク（旧保育所）』の一室に
下北山村と奈良国立大学機構（奈良女子大学・奈良教育大学）との
相互の教育・研究・事業創生の地域拠点として設立されました。奈良女子大学特任助教

鈴木　靖子

学生さん達が春まなの収穫体験に来てくれました！
　2月21日(金)に奈良女子大学の学生さん6名が上桑原の橋詰たか子さんの春まな畑にて、下北春まなの収穫体験をさ
せていただきました。橋詰さんから収穫の仕方を教わり、いざ収穫！皆さん最初は恐る恐るでしたが、慣れてくるとサ
クッと収穫できるようになりました。収穫後は橋詰さんのご自宅でめはり寿司づくりをさせていただきました。皆さん
お腹いっぱいになり、地域の方と学生さん達の笑顔の溢れる交流ができました。
　その後、つちのこパークにて春まなを使った新商品についてのディスカッションを行いました。たくさんのアイデア
が出され、また新たな商品が生まれそうです。
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　大学生による地域未来塾を実施！

令和6年度 地域未来塾はこのように実施しました！

対面授業　

オンライン授業

対面授業　 対面授業　

3月6日～9日、学生団体まといによる地域未来塾を実施
しました。学生団体まといは、首都圏の大学生と下北山
村をつなぐ団体として、2019年に結成。その学生団体が
主体となり特産品に関するお手伝いや、学習塾の運営、
東京でのイベント出展などの活動をしています。地域未
来塾は、2023年にスタートした中学生向けの学習塾で、
今年度は、下北山小中学校8・9年生が参加しています。
大学生が年に３回程度村に来て、交流をしながら学習の
サポートをしています。

3月下旬の地域未来塾は、大人数でにぎやかに実施できました。オンライン授業で把握しづらい
ノートの取り方や復習の仕方を確認し、より効果的な学習方法をアドバイスしました。対面な
らではの利点を活かすことができました。授業以外で、川遊びや料理を通じて自然と会話が生
まれ、生徒の興味や将来の目標を知ることができました。授業以外の時間で、生徒と大学生と
のつながりがより深まったと感じます。 私は3月で卒業し、活動を直接支えることはできなくな
りますが、優秀な後輩たちが地域未来塾をさらに発展させてくれるのを楽しみにしています。
今後とも地域未来塾を温かく見守っていただければと思います！

年間3回の村訪問では、5教科の授業を中心に、大学生の趣味を生かした星空観察会、卓球や趣味の話などで
生徒との交流を深めました。また、8月来訪時は夏祭りのボランティアや村内施設でのアルバイト、11月訪問
時は、特産品の生産者のお手伝いなど精力的に活動をしました。

8月 10月9月 2月 3月11月 12月 1月

■対面授業：大学生が１週間程度村に滞在しながら、公民館で学習塾を実施。
■オンライン授業：生徒に貸与されているタブレットパソコンで、週２回程度のオンライン授業を実施。

[スケジュール]

8年生 国語の授業 9年生 社会の受験対策 オンライン授業 ジャバラの収穫

慶應義塾大学４年
相沢亮太
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営業日変更のお知らせ
B I Y O R I

水・金はスタッフ不在になります！
コワーキングご利用の方は事前にご予約ください！

火曜日・木曜日　9:00-17:00

ふるさと納税の業務を
ぼく（つちのこパーク）

と一緒に協力して
やっていくよ～

つちのこくん

この度、つちのこパークさんと協力して
ふるさと納税業務をしていくことになりました。
それに伴い、BIYORIの利用について変更があります。
定休日は月曜、土曜、日曜、祝日で変わりありません。
ご不便おかけしますが、よろしくお願いいたします。
いつもありがとうございます！

ふるさと納税がパワーアップします！

令和7年2⽉分のふるさと納税実績

寄附件数 49件
寄附⾦額 675,000円
ご協力いただきました皆様 
ありがとうございました。 ふるさと納税担当：片山

07468-6-0070 (つちのこパーク)

下北山村
ふるさと納税に
ついて詳しくは
こちら→→→
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　下
北
山
村
の
美
し
い
桜
が
今
年
も
咲

い
て
く
れ
ま
し
た
ね
。
4
月
を
迎
え
、

新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
き
ら
れ
た
方
も
多

い
の
で
は
？
こ
の
時
期
は
、
慣
れ
な
い

環
境
で
体
調
を
崩
さ
れ
や
す
い
方
も
多

い
の
で
、
十
分
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
ね
。

◎
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
始
ま
る
！

　本
年
度
も
、
健
康
教
室
や
介
護
予
防

教
室
、
総
合
健
診
な
ど
の
対
象
事
業
に

参
加
頂
き
ま
す
と
１
回
１
ポ
イ
ン
ト

（
1
0
0
円
相
当
）
の
ス
タ
ン
プ
を
進

呈
し
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
て
健
康

グ
ッ
ズ
や
衛
生
品
と
交
換
で
き
ま
す
！

豪
華
賞
品
目
指
し
て
楽
し
く
健
康
づ
く

り
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
は
保
健
セ
ン
タ
ー

で
配
布
中

◎
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
お
知

ら
せ

　本
年
度
も
、
診
療
所
で
の
個
別
接
種

の
み
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
対
象
者
】

①
下
北
山
村
に
住
所
を
お
く
65
歳
以
上

の
方
（
ま
た
は
60
～
64
歳
の
特
定
疾

患
を
持
つ
方
）

②
令
和
２
年
以
前
に
１
回
目
の
接
種
を

行
い
、
５
年
経
過
し
た
方

【
公
費
助
成
】
上
限
３
，
０
０
０
円

（
診
療
所
の
場
合
、
実
質
費
用
６
，

０
０
０
円
の
う
ち
半
額
助
成
）

【
実
施
場
所
】
下
北
山
村
診
療
所

【
申
込
期
間
】
令
和
７
年
４
月
7
日
～

　
　
　
　
　
４
月
18
日

【
申
込
み
】
下
北
山
村
国
保
診
療
所

　
　
　
　☎
６

－

０
１
３
０

※
村
外
で
接
種
さ
れ
る
方
に
も
助
成
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◎
健
康
長
寿
教
室

～
み
ん
な
大
好
き
！
栄
養
ド
リ
ン
ク
～

　「
１
日
１
本
は
飲
む
」「
元
気
が
な
い

と
き
に
１
本
」
な
ん
て
お
声
を
耳
に
し

ま
す
が
、
栄
養
ド
リ
ン
ク
と
の
正
し
い

付
き
合
い
方
知
っ
て
い
ま
す
か
？
栄
養

ド
リ
ン
ク
の
良
い
こ
と
悪
い
こ
と
を

知
っ
て
正
し
く
付
き
合
い
ま
し
ょ
う
。

【
講
師
】
伊
藤 

管
理
栄
養
士

【
日
時
】
４
月
17
日
（
木
）

　
　

　午
後
1
時
30
分
～
午
後
３
時

【
場
所
】
桑
原
公
民
館

※
教
室
終
了
後
、
午
後
２
時
15
分
よ
り

い
き
い
き
交
流
会
（
風
船
バ
レ
ー
大

会
）
を
実
施
し
ま
す
。
動
き
や
す
い

服
装
で
、
飲
み
物
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

【
対
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

◎
男
性
向
け
！
夜
ヨ
ガ
教
室

　ヨ
ガ
に
は
興
味
が
あ
る
け
れ
ど
、
女

性
が
多
い
中
に
行
く
の
は
…
。
そ
ん
な

男
性
の
皆
さ
ん
に
お
勧
め
の
男
性
向
け

の
ヨ
ガ
教
室
で
す
！

※
女
性
の
方
の
参
加
も
可
能
で
す
。

マ
ッ
ト
の
配
置
場
所
な
ど
配
慮
さ
せ

て
い
頂
き
ま
す
。

【
講
師
】
桝
井

　紋
子
先
生

【
日
時
】
５
月
13
日
（
火
）

　
　
　
午
後
７
時
～
午
後
８
時
30
分

【
持
ち
物
】
動
き
や
す
い
服
、
タ
オ
ル
、

　
　
　
　
飲
み
物

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

◎
総
合
健
診
の
お
知
ら
せ

　総
合
健
診
の
申
込
み
を
お
忘
れ
で
は

な
い
で
す
か
？
が
ん
検
診
の
み
の
申
し

込
み
も
承
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
お
申

し
込
み
が
お
済
み
で
な
い
方
は
保
健
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　健
診
は
1
年
に
1
回
、
ご
自
身
の
健

康
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
健
診
日
時
】
5
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　
　
5
月
26
日
（
月
）

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

※
26
日
月
曜
日
は
午
前
7
時
よ
り
早
朝

健
診
を
実
施
。

※
日
時
に
つ
き
ま
し
て
は
後
日
、
申
込

者
に
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

※
送
迎
あ
り

◎
肺
が
ん
（
結
核
）
検
診
に
つ
い
て

　総
合
健
診
の
際
に
肺
が
ん
（
結
核
）

検
診
を
実
施
し
ま
す
。
65
歳
以
上
の
方

は
年
に
１
回
の
受
診
が
法
律
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
受
診
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
費
用
】
無
料

◎
不
妊
治
療
費
の
助
成
を
し
て
い
ま
す

　子
ど
も
の
出
産
を
希
望
す
る
夫
婦
に

対
し
、
不
妊
治
療
に
係
る
治
療
費
用
の

助
成
を
し
て
い
ま
す
。

　申
請
に
は
医
療
機
関
に
記
入
い
た
だ

く
書
類
や
、
領
収
書
が
必
要
で
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　保
健
セ
ン
タ
ー

　☎
6

－

0
0
1
5

保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

春
の
行
楽
期
・
多
く
の
車
や
バ
イ
ク
が

村
内
を
走
行
し
ま
す
！

〇
安
全
な
速
度
で
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

〇
カ
ー
ブ
の
手
前
で
十
分
な
減
速
・
対

向
車
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〇
横
断
歩
行
者
に
注
意
し
、
特
に
高
齢

の
歩
行
者
に
は
あ
た
た
か
い
気
持
ち

で
。

〇
飲
酒
運
転
の
禁
止
。

〇
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
確
実
な
着
用
。

〇
時
間
と
気
持
ち
に
余
裕
を
持
っ
て
安

全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　村
民
の
皆
さ
ん
、
交
通
違
反
・
交
通

事
故
に
は
気
を
付
け
て
車
を
運
転
し
て

下
さ
い
。

村
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い
！

　奈
良
県
下
で
は
、
毎
日
の
よ
う
に
振

り
込
め
詐
欺
等
特
殊
詐
欺
の
不
審
電
話

が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　手
口
も
様
々
で
、
実
際
に
被
害
に
逢

駐在さん通信駐在さん通信

わ
れ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

　皆
様
に
は
、
特
殊
詐
欺
の
具
体
的
な

手
口
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

家
族
や
親
戚
、
知
人
の
方
に
も
注
意
を

呼
び
か
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　ま
た
、
携
帯
電
話
を
か
け
な
が
ら

A
T
M
を
操
作
し
て
い
る
方
を
見
か
け

た
ら
還
付
金
等
の
詐
欺
被
害
に
逢
っ
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
声
か

け
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　皆
さ
ん
が
、
今
す
ぐ
で
き
る
防
犯
対

策
と
し
て
、
防
犯
電
話
を
利
用
す
る
方

法
が
あ
り
ま
す
。

　防
犯
電
話
の
活
用
や
、
怪
し
い
電
話

に
は
す
ぐ
に
返
事
せ
ず
、
ご
家
族
や
ご

近
所
・
警
察
に
相
談
を
！

警
察
官
募
集
中

　令
和
７
年
度
警
察
官
採
用
試
験
の
募

集
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　第
一
回
目
の
受
付
期
間
は
４
月
18
日

ま
で
で
す
。

　応
募
方
法
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か

ら
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　受
験
資
格
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
駐
在

所
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　ご
家
族
や
知
り
合
い
の
中
で
、
警
察

官
を
目
指
さ
れ
て
い
る
人
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
よ
う
と
い
う
人
が
い
た
ら
是

非
駐
在
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
に
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
！

　シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
着
用
は
家
庭
か
ら
。

　特
に
小
さ
い
お
子
さ
ん
の
い
る
ご
家

庭
で
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
を
習
慣
付
け
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

　少
し
の
移
動
で
も
面
倒
が
ら
ず
、
確

実
に
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　こ
れ
か
ら
気
候
が
良
く
な
り
観
光
客

の
乗
用
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
が
増
加
し
て

き
ま
す
。

　生
活
道
路
で
い
っ
た
ん
大
き
な
交
通

事
故
が
発
生
す
れ
ば
、
長
時
間
の
通
行

止
め
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
・
遭
わ
な

い
た
め
に

●
速
度
を
控
え
て
安
全
な
速
度
で

●
カ
ー
ブ
の
手
前
で
十
分
減
速

●
交
差
点
で
は
必
ず
安
全
確
認

●
横
断
歩
行
者
の
安
全
確
認

●
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
早
め
の
点
灯
と
ハ

イ
ビ
ー
ム
の
有
効
活
用
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
村
内
で
は
動
物
と
の
衝
突
事

故
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　動
物
と
の
事
故
も
、
夜
間
に
速
度
を

控
え
て
、
ハ
イ
ビ
ー
ム
を
有
効
活
用
す

る
こ
と
で
事
故
を
回
避
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
十
分
注
意
し
て
走
行
し

て
く
だ
さ
い
。
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　下
北
山
村
の
美
し
い
桜
が
今
年
も
咲

い
て
く
れ
ま
し
た
ね
。
4
月
を
迎
え
、

新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
き
ら
れ
た
方
も
多

い
の
で
は
？
こ
の
時
期
は
、
慣
れ
な
い

環
境
で
体
調
を
崩
さ
れ
や
す
い
方
も
多

い
の
で
、
十
分
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
ね
。

◎
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
始
ま
る
！

　本
年
度
も
、
健
康
教
室
や
介
護
予
防

教
室
、
総
合
健
診
な
ど
の
対
象
事
業
に

参
加
頂
き
ま
す
と
１
回
１
ポ
イ
ン
ト

（
1
0
0
円
相
当
）
の
ス
タ
ン
プ
を
進

呈
し
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
て
健
康

グ
ッ
ズ
や
衛
生
品
と
交
換
で
き
ま
す
！

豪
華
賞
品
目
指
し
て
楽
し
く
健
康
づ
く

り
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
は
保
健
セ
ン
タ
ー

で
配
布
中

◎
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
お
知

ら
せ

　本
年
度
も
、
診
療
所
で
の
個
別
接
種

の
み
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
対
象
者
】

①
下
北
山
村
に
住
所
を
お
く
65
歳
以
上

の
方
（
ま
た
は
60
～
64
歳
の
特
定
疾

患
を
持
つ
方
）

②
令
和
２
年
以
前
に
１
回
目
の
接
種
を

行
い
、
５
年
経
過
し
た
方

【
公
費
助
成
】
上
限
３
，
０
０
０
円

（
診
療
所
の
場
合
、
実
質
費
用
６
，

０
０
０
円
の
う
ち
半
額
助
成
）

【
実
施
場
所
】
下
北
山
村
診
療
所

【
申
込
期
間
】
令
和
７
年
４
月
7
日
～

　
　
　
　
　
４
月
18
日

【
申
込
み
】
下
北
山
村
国
保
診
療
所

　
　
　
　☎
６

－

０
１
３
０

※
村
外
で
接
種
さ
れ
る
方
に
も
助
成
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◎
健
康
長
寿
教
室

～
み
ん
な
大
好
き
！
栄
養
ド
リ
ン
ク
～

　「
１
日
１
本
は
飲
む
」「
元
気
が
な
い

と
き
に
１
本
」
な
ん
て
お
声
を
耳
に
し

ま
す
が
、
栄
養
ド
リ
ン
ク
と
の
正
し
い

付
き
合
い
方
知
っ
て
い
ま
す
か
？
栄
養

ド
リ
ン
ク
の
良
い
こ
と
悪
い
こ
と
を

知
っ
て
正
し
く
付
き
合
い
ま
し
ょ
う
。

【
講
師
】
伊
藤 

管
理
栄
養
士

【
日
時
】
４
月
17
日
（
木
）

　
　

　午
後
1
時
30
分
～
午
後
３
時

【
場
所
】
桑
原
公
民
館

※
教
室
終
了
後
、
午
後
２
時
15
分
よ
り

い
き
い
き
交
流
会
（
風
船
バ
レ
ー
大

会
）
を
実
施
し
ま
す
。
動
き
や
す
い

服
装
で
、
飲
み
物
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

【
対
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

◎
男
性
向
け
！
夜
ヨ
ガ
教
室

　ヨ
ガ
に
は
興
味
が
あ
る
け
れ
ど
、
女

性
が
多
い
中
に
行
く
の
は
…
。
そ
ん
な

男
性
の
皆
さ
ん
に
お
勧
め
の
男
性
向
け

の
ヨ
ガ
教
室
で
す
！

※
女
性
の
方
の
参
加
も
可
能
で
す
。

マ
ッ
ト
の
配
置
場
所
な
ど
配
慮
さ
せ

て
い
頂
き
ま
す
。

【
講
師
】
桝
井

　紋
子
先
生

【
日
時
】
５
月
13
日
（
火
）

　
　
　
午
後
７
時
～
午
後
８
時
30
分

【
持
ち
物
】
動
き
や
す
い
服
、
タ
オ
ル
、

　
　
　
　
飲
み
物

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

◎
総
合
健
診
の
お
知
ら
せ

　総
合
健
診
の
申
込
み
を
お
忘
れ
で
は

な
い
で
す
か
？
が
ん
検
診
の
み
の
申
し

込
み
も
承
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
お
申

し
込
み
が
お
済
み
で
な
い
方
は
保
健
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　健
診
は
1
年
に
1
回
、
ご
自
身
の
健

康
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
健
診
日
時
】
5
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　
　
5
月
26
日
（
月
）

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

※
26
日
月
曜
日
は
午
前
7
時
よ
り
早
朝

健
診
を
実
施
。

※
日
時
に
つ
き
ま
し
て
は
後
日
、
申
込

者
に
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

※
送
迎
あ
り

◎
肺
が
ん
（
結
核
）
検
診
に
つ
い
て

　総
合
健
診
の
際
に
肺
が
ん
（
結
核
）

検
診
を
実
施
し
ま
す
。
65
歳
以
上
の
方

は
年
に
１
回
の
受
診
が
法
律
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
受
診
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
費
用
】
無
料

◎
不
妊
治
療
費
の
助
成
を
し
て
い
ま
す

　子
ど
も
の
出
産
を
希
望
す
る
夫
婦
に

対
し
、
不
妊
治
療
に
係
る
治
療
費
用
の

助
成
を
し
て
い
ま
す
。

　申
請
に
は
医
療
機
関
に
記
入
い
た
だ

く
書
類
や
、
領
収
書
が
必
要
で
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　保
健
セ
ン
タ
ー

　☎
6

－

0
0
1
5

保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

春
の
行
楽
期
・
多
く
の
車
や
バ
イ
ク
が

村
内
を
走
行
し
ま
す
！

〇
安
全
な
速
度
で
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

〇
カ
ー
ブ
の
手
前
で
十
分
な
減
速
・
対

向
車
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〇
横
断
歩
行
者
に
注
意
し
、
特
に
高
齢

の
歩
行
者
に
は
あ
た
た
か
い
気
持
ち

で
。

〇
飲
酒
運
転
の
禁
止
。

〇
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
確
実
な
着
用
。

〇
時
間
と
気
持
ち
に
余
裕
を
持
っ
て
安

全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　村
民
の
皆
さ
ん
、
交
通
違
反
・
交
通

事
故
に
は
気
を
付
け
て
車
を
運
転
し
て

下
さ
い
。

村
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い
！

　奈
良
県
下
で
は
、
毎
日
の
よ
う
に
振

り
込
め
詐
欺
等
特
殊
詐
欺
の
不
審
電
話

が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　手
口
も
様
々
で
、
実
際
に
被
害
に
逢

駐在さん通信駐在さん通信

わ
れ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

　皆
様
に
は
、
特
殊
詐
欺
の
具
体
的
な

手
口
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

家
族
や
親
戚
、
知
人
の
方
に
も
注
意
を

呼
び
か
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　ま
た
、
携
帯
電
話
を
か
け
な
が
ら

A
T
M
を
操
作
し
て
い
る
方
を
見
か
け

た
ら
還
付
金
等
の
詐
欺
被
害
に
逢
っ
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
声
か

け
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　皆
さ
ん
が
、
今
す
ぐ
で
き
る
防
犯
対

策
と
し
て
、
防
犯
電
話
を
利
用
す
る
方

法
が
あ
り
ま
す
。

　防
犯
電
話
の
活
用
や
、
怪
し
い
電
話

に
は
す
ぐ
に
返
事
せ
ず
、
ご
家
族
や
ご

近
所
・
警
察
に
相
談
を
！

警
察
官
募
集
中

　令
和
７
年
度
警
察
官
採
用
試
験
の
募

集
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　第
一
回
目
の
受
付
期
間
は
４
月
18
日

ま
で
で
す
。

　応
募
方
法
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か

ら
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　受
験
資
格
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
駐
在

所
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　ご
家
族
や
知
り
合
い
の
中
で
、
警
察

官
を
目
指
さ
れ
て
い
る
人
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
よ
う
と
い
う
人
が
い
た
ら
是

非
駐
在
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
に
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
！

　シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
着
用
は
家
庭
か
ら
。

　特
に
小
さ
い
お
子
さ
ん
の
い
る
ご
家

庭
で
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
を
習
慣
付
け
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

　少
し
の
移
動
で
も
面
倒
が
ら
ず
、
確

実
に
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　こ
れ
か
ら
気
候
が
良
く
な
り
観
光
客

の
乗
用
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
が
増
加
し
て

き
ま
す
。

　生
活
道
路
で
い
っ
た
ん
大
き
な
交
通

事
故
が
発
生
す
れ
ば
、
長
時
間
の
通
行

止
め
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
・
遭
わ
な

い
た
め
に

●
速
度
を
控
え
て
安
全
な
速
度
で

●
カ
ー
ブ
の
手
前
で
十
分
減
速

●
交
差
点
で
は
必
ず
安
全
確
認

●
横
断
歩
行
者
の
安
全
確
認

●
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
早
め
の
点
灯
と
ハ

イ
ビ
ー
ム
の
有
効
活
用
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
村
内
で
は
動
物
と
の
衝
突
事

故
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　動
物
と
の
事
故
も
、
夜
間
に
速
度
を

控
え
て
、
ハ
イ
ビ
ー
ム
を
有
効
活
用
す

る
こ
と
で
事
故
を
回
避
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
十
分
注
意
し
て
走
行
し

て
く
だ
さ
い
。
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　村内の求人情報

【仕事内容】
ムラカラHOME（障害福祉サービスのグループホーム）
での清掃及び食事づくり
【募集人数】
1名
【給与】
時給1,060円
【勤務時間】
16:00～20:00
【条件】
週に1～2回勤務ができる方
【募集期間】
2025年9月末頃まで
【問い合わせ先】
080-9181-1395

アルバイト

【仕事内容】
ホールスタッフ
宿泊施設の清掃
【募集人数】
2名
【給与】
時給1,000円
【勤務時間】
9:00～20:00　シフト制
【条件】
4月～10月頃の土日メインで
勤務可能な方
【募集期間】
随時募集
【問い合わせ先】
0742-87-2616

アングラーズベース下北山

業務委託 一般社団法人下北山つちのこパーク

【仕事内容】
フードコーディネーター
商品を活用したアレンジレシピの開発と撮影用の調理
【募集人数】
若干名
【給与】
時給1,000円～（プロジェクト単位で相談）
【勤務時間】
相談
【条件】
栄養士・フードコーディネーターの
経験がある方、飲食業で調理経験
またはメニュー開発経験がある方歓迎
【募集期間】
随時募集
【問い合わせ先】
07468-6-0070

アルバイト株式会社リヴァ

▲ウェブサイトきなりと「求人情報」はこちら

▲詳しい求人情報はこちら

●村内の事業所の方々へ
求人情報を掲載しませんか？
正社員・パート・アルバイトなど、村内の求人情報を
広報誌やウェブサイトに掲載したい方は地域振興課までご相談ください。※掲載まで一定のお時間をいただきます。あら
かじめご了承ください。
【問い合わせ先】地域振興課　6-0074

●求人情報について
広報誌、ウェブサイトきなりとの求人情報は、商工会を通じて取りまとめをさせていただき掲載しています。本掲載は
仕事について斡旋するものではく、あくまで紹介するためのものです。求人情報について詳しく知りたい方は、各事業者
のお問合せ先までご連絡ください。

▲詳しい求人情報はこちら

▲詳しい求人情報はこちら

求人情報を紹介します！村内で働く先をお探しの方は、各事業所までお問い合わせください。

「きなりと」は、村の観光、宿泊、ふるさと納税等の情報
をインターネットで発信しているウェブサイトです。
新たに求人情報ページを作成しました。

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
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　口

　シ
ゲ
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ん
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　峰
）

３
月
８
日
逝
去

　
　
　
　

享
年
99
才
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　田

　惠

　子 

さ
ん
（
浦

　向
）

３
月
18
日
逝
去

　
　
　
　

享
年
92
才

下
池
原
（
３
月
25
日
）

中
谷
清
美
さ
ん

シ
ル
バ
ー
募
金
に
ご
協
力

　
　
　
　
　い
た
だ
い
た
方

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　４回目となった今回は、県内の21市町村がエントリーをしました。４
人の審査員がすべての市町村のCMを見て、独自性、演出力、ふるさと愛
などから総合的に点数をつけ審査を行った結果、グランプリは川上村、
準グランプリは三郷町、協賛社賞（3位）に下北山村が選ばれました。
　今回の作品は下北山村のキャンプ場に訪れた観光客が村の人の温かさ
に触れながら、村の特産品や風景を楽しむ内容となっています。国道
169号の崩土の影響等により客足が減少した下北山スポーツ公園の観光
促進に繋がるよう制作しました。
　撮影には下北山スポーツ公園の職員の皆様の他、過去に村で行った
SNS講習会の講師を務めていただいた岩田瑞希様にご協力いただきまし
た。皆様のご協力のもと素晴らしい作品ができました。
　入賞した作品は奈良テレビのCMとして年間100回放送されます。
　その他、奈良テレビ公式YouTubeチャンネルに1年間掲載されます。
　撮影にご協力いただきました下北山スポーツ公園の皆様、岩田様、誠
にありがとうございました。

　奈良県内の市町村が30秒の動画でふるさとの良さをＰＲする「ふるさとCM大賞NARA2025」
の審査会が2月15日（土）に奈良テレビ放送本社にて行われました。

ふるさとCM大賞NARA2025下北山村の
作品が協賛社賞を受賞しました！

　汲み取り料金について次のように変更となりますので、お知らせ致します。

【令和３年度から令和７年度】　　１ℓ　12円（税込み）

【令和８年度以降】　　　　　　　１ℓ　14円（税込み）

　値上げの理由については、燃料費の高騰や車両の維持修繕などにより、

値上げとなります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（住民課）

汲み取り料金の値上げについて
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　４回目となった今回は、県内の21市町村がエントリーをしました。４
人の審査員がすべての市町村のCMを見て、独自性、演出力、ふるさと愛
などから総合的に点数をつけ審査を行った結果、グランプリは川上村、
準グランプリは三郷町、協賛社賞（3位）に下北山村が選ばれました。
　今回の作品は下北山村のキャンプ場に訪れた観光客が村の人の温かさ
に触れながら、村の特産品や風景を楽しむ内容となっています。国道
169号の崩土の影響等により客足が減少した下北山スポーツ公園の観光
促進に繋がるよう制作しました。
　撮影には下北山スポーツ公園の職員の皆様の他、過去に村で行った
SNS講習会の講師を務めていただいた岩田瑞希様にご協力いただきまし
た。皆様のご協力のもと素晴らしい作品ができました。
　入賞した作品は奈良テレビのCMとして年間100回放送されます。
　その他、奈良テレビ公式YouTubeチャンネルに1年間掲載されます。
　撮影にご協力いただきました下北山スポーツ公園の皆様、岩田様、誠
にありがとうございました。

　奈良県内の市町村が30秒の動画でふるさとの良さをＰＲする「ふるさとCM大賞NARA2025」
の審査会が2月15日（土）に奈良テレビ放送本社にて行われました。

ふるさとCM大賞NARA2025下北山村の
作品が協賛社賞を受賞しました！

　汲み取り料金について次のように変更となりますので、お知らせ致します。

【令和３年度から令和７年度】　　１ℓ　12円（税込み）

【令和８年度以降】　　　　　　　１ℓ　14円（税込み）

　値上げの理由については、燃料費の高騰や車両の維持修繕などにより、

値上げとなります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（住民課）

汲み取り料金の値上げについて
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きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。

広報 令和７年 （2025） 月号　No.8144

第2回  卒業証書授与式

広報誌に掲載しきれない写真や情報などをインターネットで発信していますので、ぜひご覧ください！

村の情報を発信しています

▲村の暮らしを届ける
ウェブサイト「きなりと」

▲LINE ▲YouTube ▲Facebook ▲Instagram

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内1002番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

令和７年２月28日現在

転入　０人
出生　１人
転出　１人
死亡　１人

人　口
男
女
世帯数

793人
369人
424人
507戸

先月比
1）
0）
1）
2）

（－
（±
（－
（－

ご卒業・ご卒園おめでとうございます

後期課程（9年生）
　●井奥　湊　さん　●岡本　啓汰　さん

前期課程（6年生）
　●河村　摩耶　さん　　●田中　心陽　さん
　●田中　佑歩　さん

保育所
●栗須　陽琉さん　　●牧　　輝さん
●辻本　結衣さん　　●浦西　亮斗さん
●田中　すみれさん　●下西　脩さん

　卒業のシーズンを迎え、下北山小中学校の
後期課程（９年生）は３月14日、前期課程（６
年生）は３月21日、保育所では３月２７日
に卒業式・修了式・卒園式がそれぞれ行われ
ました。
　特に、後期課程を卒業された皆さんはこれ
まで慣れ親しんだ下北山を離れ、また親元を
離れ、これまでと違った環境の中で新しい生
活がスタートします。小中学校時代に学んだ
ことを糧にして精一杯頑張ってください。
　卒園児の皆さんも、４月からは義務教育学
校に入学し不安や戸惑いもあると思います
が、新しい学校生活でも頑張ってください。
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